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カラダの中からもっと強く！ 

母乳の研究から注目されている“ラクトフェリン”配合 

「ラクトフェリンヨーグルト」 
3月 6日（火）より、新登場 

 

森永乳業では、母乳の研究から注目され、カラダの中から守ってくれる “ラクトフェリン”を配合した

「ラクトフェリンヨーグルト」を、3月 6日（火）より全国にて新発売いたします。 

 

ラクトフェリンは、ヒトや動物の母乳やヒトの唾液や涙、鼻汁など体内の外分泌液、粘膜液、白血球の

一種である好中球に存在し、外部から侵入する細菌やウイルスからの攻撃を防ぐ防御成分の一つと考

えられています。ヒトの母乳のたんぱく質の約 20％を占め、特に赤ちゃんが生まれて初めて哺乳する

初乳に最も多く含まれることから、母乳中の防御成分の一つとしても注目されています。 

自然界には、たくさんの病原菌やウイルスが存在し、また、私たちの体の中では、毎日何千個もの悪

性の細胞が生まれています。それにも関わらず、多くの人が病気にかからずに済んでいるのは、「免

疫」と呼ばれるシステムが元気に働いているためです。 

ラクトフェリンは、がん細胞やウイルスに感染した細胞を最初に見つけ出し、即座に退治してくれる免

疫細胞の一種・ナチュラルキラー細胞(NK 細胞)の活性を高めることが報告されており、カラダの中から

私たちの健康を守ってくれています。 

このような機能に加え、現在までに知られているラクトフェリンの主な機能は、『抗菌』『抗ウイルス』

『抗酸化』『鉄吸収調節』『ビフィズス菌増殖促進』『放射線防護機能』があげられます(※)。直接的ある

いは間接的に生体を守る作用がラクトフェリンの本来の機能であることから、健康を維持・増進する作

用が期待されています。 

 

森永乳業では、母乳の機能に近い乳児用ミルクの開発に取り組むなかで、乳に含まれるラクトフェリ

ンの持つ働きにいち早く着目し、1960年代初頭より研究を重ねてまいりました。 

このたび、「ラクトフェリンヨーグルト」のパッケージデザインを一新、内容量を増量して新発売いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報道機関からの御問合せ】 

ラクトフェリンヨーグルト PR事務局 株式会社プラチナム 担当：西浦・早川 

TEL：03-6684-1006  FAX：03-5572-6075  MAIL：lacto-f@vectorinc.co.jp 



 

 

１． 商品特長 

① 母乳の研究から注目され、カラダの中から守ってくれる「ラクトフェリン」を 100mg配合していま

す。ほどよい甘さがうれしい、しっとりした口当たりの加糖プレーンヨーグルトです。 

② 内容量を 20g増量し、食べ応えをアップしております。 

③ ラクトフェリンの頭文字である“L”を強調したパッケージデザインに一新いたしました。 

 

２． 商品概要 

① 商品名 ラクトフェリンヨーグルト 

② 種類別 はっ酵乳 

③ 内容量 120g 

④ 主要ﾀｰｹﾞｯﾄ 健康意識の高い方 

⑤ 主要売場 量販店、一般販売店、CVS 

⑥ 発売日・地区 3月 6日（火）・全国 

⑦ 保存方法 要冷蔵 10℃以下 

⑧ 包装形態 紙パック、アルミふた 

⑨ 賞味期限 17日間 

⑩ カロリ－ 114kcal  

⑪ 希望小売価格 120円（税別） 

⑫ ＪＡＮコード 4902720 098878 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●森永乳業のラクトフェリン商品開発の歴史 

森永乳業では、母乳の機能に近い乳児用ミルクの開発に取り組むなかで、乳に含まれるラクトフェリ

ンの持つ働きにいち早く着目し、1960年代初頭より研究を重ねてまいりました。 

ラクトフェリンは牛乳（生乳）にも含まれていますが、熱に弱く、抽出が困難といわれていました。しかし、

当社ではラクトフェリンを本来の性質を保持したまま高い純度で抽出する技術と、変性しない殺菌技術

の開発に成功し、1986 年には世界で初めてラクトフェリン入り乳児用ミルクを発売いたしました。また、

ラクトフェリンの働きに関する研究においても、森永乳業では他に先駆けて多くの研究発表を行なって

おります。  

 

1963年 母乳からのラクトフェリンの分離と性状の実験 

1986年 育児用ミルク「森永 BF-L ドライミルク」に配合 

1989年 フォローアップミルク「チルミル」に配合 

1997年 宅配専用商品「おなかに配達ヨーグルト」の発売 

1999年 栄養補助食品｢ラクトフェリン・アクティブ｣の発売 

2000年 宅配専用商品「いきいき元気のむヨーグルト」の発売 

2001 年 ｢ラクトフェリンヨーグルト｣の発売 

2003年 ラクトフェリン製造法の開発で文部科学大臣賞を受賞 

2003年 宅配機能性ミルク「ラクトフェリンプラス」の発売 

2005年 栄養補助食品「ラクトフェリン」の発売 

2006年 宅配専用商品「ラクトフェリン Fe」の発売 

2008年 「ラクトフェリンスキム」の発売 

2012 年 「ラクトフェリンヨーグルト」新登場 

 

３．お問い合わせ先 

森永乳業株式会社  ﾖｰｸﾞﾙﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ       土岐  ℡ 03-3798-0145 

       広報部                杉内・村上 ℡ 03-3798-0126 

お客さまからのお問い合わせ先 

      お客さま相談室           ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ   0120-369-744 

＜森永乳業ホームページ＞ http://www.morinagamilk.co.jp 

＜ラクトフェリンの研究＞ http://www.m-lf.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報道機関からの御問合せ】 

ラクトフェリンヨーグルト PR事務局 株式会社プラチナム 担当：西浦・早川 

TEL：03-6684-1006  FAX：03-5572-6075  MAIL：lacto-f@vectorinc.co.jp 

 

（※）森永乳業㈱製ラクトフェリンを用いた研究成果であり、「ラクトフェリンヨーグルト」をは

じめとする森永乳業㈱および森永乳業グループ会社より販売しておりますラクトフェリンを

使用した商品の効果・効能を示したものではございません。 

http://www.morinagamilk.co.jp/


 

 

＜参考資料＞ 

ラクトフェリンは、ヒトや動物の母乳やヒトの唾液や涙、鼻汁など体内の外分泌液、粘膜液、白血球の

一種である好中球に存在し、外部から侵入する細菌やウイルスからの攻撃を防ぐ防御成分の一つと考

えられています。ヒトの母乳のたんぱく質の約 20％を占め、特に赤ちゃんが生まれて初めて哺乳する

初乳に最も多く含まれることから、母乳中の防御成分の一つとしても注目されています。 

ラクトフェリンは、鉄と結合しやすい特性から赤みがかった色をしており、1939

年にデンマークの研究者により、乳中の赤いタンパク質として初めて報告され、

乳（ラクト）中の鉄結合物質（フェリン）であることからその名前がつきました。 
 

＜乳の中に含まれるラクトフェリン＞ 

ヒトの初乳（出産後 5日目ごろまでの母乳）には 100ml当たり約 600mg、常乳

（出産後 3週間以降の母乳）では約 200mg のラクトフェリンが含まれています。ラクトフェリンは、生まれ

たばかりの赤ちゃんにとって体を守るための大切な成分と

言えます。 

また、ラクトフェリンはヒトの母乳だけではなく、殺菌され

る前の牛乳（生乳）の中にも存在しています。生乳も牛の

赤ちゃんを育てるための乳ですので、ラクトフェリンが含ま

れていますが、生乳のラクトフェリン濃度はヒトの母乳の 10

分の 1 程度のため、ヒトの母乳中のラクトフェリンは非常に

多いことが分かります。 
 

＜カラダの中から守ってくれるラクトフェリン＞ 

自然界には、たくさんの病原菌やウイルスが存在し、また、私たちの体の中では、毎日何千個もの悪

性の細胞が生まれています。それにも関わらず、多くの人が病気にかからずに済んでいるのは、「免

疫」と呼ばれるシステムが元気に働いているためです。 

ナチュラルキラー細胞は、がん細胞やウイルスに感染した細胞を最初に見つけ出し、即座に退治し

てくれます。ラクトフェリンはこのナチュラルキラー細胞を元気にする働きをもっています。 動物にラクト

フェリンを与えると、ナチュラルキラー細胞の数が増え、ナチュラルキラー細胞の活性が高くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ラクトフェリンの７つの機能＞ 

現在までに、臨床研究や動物実験で確認されたラクトフェリンの主な機能は 7つが挙げられます。直

接的あるいは間接的に生体を守る作用がラクトフェリンの本来の機能であることから、健康を維持・増進

する作用が期待されています。 

・ 免疫調節 

・ 抗菌 

・ 抗ウイルス 

・ 抗酸化 

・ 鉄吸収調節 

・ ビフィズス菌増殖促進 

・ 放射線防護機能（抗放射線被ばく障害作用）（＊動物実験） 

Sekine et al. Cancer Lett. 121:211-216(1997)より Kuhara et al. J Interferon Cytokine Res. 26:489-499(2006)より  


